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指導―生徒指導― 

青森市立沖館小学校いじめ防止基本方針 

Ｒ４．４．１ 

１ いじめ防止基本方針策定に当たっての学校の考え 

基本理念 

いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人

格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせる恐れがあ

る。したがって、本校では、すべての児童がいじめを行わず、他の児童に対して行われるいじめを認

識しながらこれを放置することがないように、いじめが心身に及ぼす影響やその他のいじめ問題に関

する児童の理解を深めることを旨として、いじめ防止等のための対策を行う。 

 

２ いじめとは 

（１）いじめの定義〔いじめ防止対策推進法（定義）第二条〕 

 「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定

の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じ

て行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの

をいう。 

－本校では、この法に則り、これをいじめの定義ととらえる。 

【物理的影響】 〔追加〕 

けんかやふざけ合いであっても、背景にある事情の調査を行い、児童等の感じる被害性に着 

目し、いじめに該当するか否かを判断するものである。 

軽微な案件については、いじめという言葉を使わずに指導する等、柔軟な対応による対処も 

可能である。ただし、いじめとしては情報共有する。 

 

（２）いじめに対する基本的な考え方  

○ いじめは、全ての児童に関係する問題である。 

○ 児童が安心して学習やその他の活動に取り組むことができるよう、学校の内外を問わずいじめ

が行われなくなるようにすることを旨とする。 

○ 全ての児童がいじめを行わず、他の児童に対して行われるいじめを認識しながらこれを放置す

ることがないようにする。 

○ 家庭、関係者の連携の下、いじめの問題を克服することを目指す。 

○ 学校全体でいじめの防止及び早期発見に取り組む。 

○ いじめ案件に対しては、適切かつ迅速に対処する。 

○ 個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、いじめを受けた児童等の立場に立って行う。 

  

（３）いじめの構造やその背景  

○ その場の雰囲気（空気）という感覚的な動機が増えている。対象が特定の個人に限ることなくい

じめを受けた児童等、いじめを行った児童等ともに短期間で入れ替わる。 
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○ ゲーム化、陰湿化、集団化、一般化、流動化して見えにくくなってきている。学校間、異年齢に

またがる場合もある。 

○ 価値観の多様化にともない自分のもつ「正義」の価値観の不安定感や、孤立への不安が高まって

きている。 

○ 情報機器の発達とともに、ネット上でのトラブルが増えてきている。 

○ 不登校問題とも密接に関わり「心の居場所」「絆づくり」が必要である。 

○ 少子化、核家族化、都市化が進み、人間同士のふれあいが希薄化してきている。思いやりの心の

育成が必要である。思いやりの心の未成熟、加減のなさから、深刻化する傾向が見られ、犯罪行

為にいたる場合もある。 

 

（４）いじめの一般的態様 

○ 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 

○ 仲間はずれ、集団による無視をされる 

○ 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 

○ ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする 

○ 金品をたかられる 

○ 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 

○ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 

○ パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる 等 

 

３ 校内体制について 

「いじめ防止等対策委員会」を設置し、協働的な生徒指導体制を有効に機能させる。 

（１）構成員（役割） 

校長（総括 決定） 

 教頭（校内の連絡調整、家庭・関係者間の連絡、教育委員会・警察等との連絡 

    職員・保護者への指導助言） 

 いじめ防止推進教師（委員会の招集、運営，情報の集約・分析） 

 いじめ防止推進教師サポーター（いじめ防止推進教師の補助）    

 生徒指導主任（情報収集，学年間の調整，報告書作成） 

 各学年主任（学年内の情報収集、学年の動きの決定、学級担任の支援） 

 関係者の学級担任（当事者の事情聴取、保護者との連絡、その他の学級児童の指導） 

 養護教諭（心のケアに関する保健指導） 

＊ その他必要に応じてスクールカウンセラー、PTA 会長、学校評議員、特別支援教育コーディネ

ーター等が参加する。 

     

（２）開催  週１回 情報交換を行う。いじめ事案発生時等は緊急に開催する。 
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（３）いじめ防止等対策委員会を中心とした指導体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）いじめ防止等対策委員会における基本的な取り組みの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

４ いじめの未然防止について 

（１） 全ての児童が授業に参加できる，授業を通して自己有用感を味わわせる授業を目指し，授業参観

や協議を行い，教員としての資質を高める。 

（２） 年度当初に「自己診断チェックシート」を活用した意識改善やいじめ問題に関する情報提供・情

報交換を行い、いじめ防止に関する職員の資質向上を図り，全教職員でいじめに対する共通理解を

図る。 

（３） 児童の豊かな情操と道徳心を培い、心の通う対人関係能力の素地を養うため、全ての教育活動を

通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図る。 

（４） いじめ防止や情報モラル教育の充実のために，長期休業前後に特別な教科道徳の時間や学級活動

等の授業で年間指導計画に則り，重点的に指導できるように年間計画の作成を行う。 

全教職員 

・情報の収集及び記録 

いじめ防止推進教師 

・いじめに係る事案の集約 

・資料や記録のデータベース化 

いじめ防止等対策委員会 

〈構成メンバー〉 

・校長・教頭・いじめ防止推進教師・学年主任・養護教諭 

・いじめ防止推進教師サポーター・生徒指導主任 

①いじめの認知 ②早期対応 

児童・保護者への 

指導・支援 

学担・学年主任 

いじめ発見 

学担等 

未解決の場合 

二次・三次対応 

青森市 

教育委員会 

報 告 

いじめ防止等 

対策委員会 

その他関連機関 いじめ対応報告シート 

いじめの状況報告書（月例）  
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（５） いじめ防止の重要性に関する理解を深めるための啓発活動やその他必要な措置として、学期に１

回、学校便りの活用、全校朝会での講話、全校縦割り班によるふれあい集会等を実施する。 

 

５ いじめの早期発見について 

（１）情報収集 

   ① 児童観察、児童理解に努める。（行動，表情，服装など） 

     小さなサインを見逃さない。日頃から児童理解を丁寧に行う。相談したいと思える信頼関係を        

築く。積極的に声掛けして関わる。 

   ② 児童を対象に実態調査を定期的に行う。 

「いじめアンケート」 （月に 1回 年間１２回） 

③ 日記指導等による情報収集を行う。 

（２）児童、及び保護者がいじめに関わる相談を行うことができるように相談体制を整備する。 

① 個人面談の実施 （長期休業中） 電話相談の実施 （随時） 

※長期休業日終了前に、登校日を設定し、全児童を対象とした直アンケートや教育相談を実施

する。欠席者には、電話訪問を行う。 また，長期休業日明けにアンケートと教育相談を実施

する。 

② 学級懇談（教育相談）の実施 （参観日等） 

③ 関係機関との連携 （必要に応じて）スクールカウンセラーとの面談 

                         対象：子ども・保護者・教師 

（３）地域との連携 

   ① 地域の防犯パトロール，民生委員・児童委員との情報交換（年２回 地域懇談会等） 

   ② 学校だより等を通じた学校の取り組みの紹介や情報提供の呼びかけ 

  

６ 解決に向けた対応について（いじめに対する措置） 

（１） いじめに関わる相談を受けた場合は、すみやかに事実の有無の確認を行う。 

（２） いじめの事実が報告された場合は、すぐにいじめをやめさせる。 

（３） いじめを受けた児童・保護者に対する支援を継続的に行う。 

（４） いじめを行った児童への指導とその保護者への助言を継続的に行う。 

（５） 周りで見て見ぬふりをしていた児童や囃し立てた児童に対する指導を行う。 

（６） いじめを受けた児童が安心して教育を受けられるための必要があると認められるときには、保護

者と連携を図りながら、一定期間、別室において学習を行わせるなどの措置を講ずる。 

（７） いじめ再発防止に向け事案の考察を行い、対策を練り、全職員で共通理解する。 

 

７ いじめ解消の定義   

○ いじめの解消は、「いじめに係る行為が３か月以上、止んでいること」、「いじめを受けた

児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと」の２つの用件を満たすこと。 

  ただし、これらの要件が満たされている場合であっても必要に応じ、他の事情も勘案し

て判断するものとする。 
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８ 重大事態への対応について 

生命・心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当の期間学校を欠席することを余儀なくされ

ている疑いがある場合は、次の対処を行う。 

（１） 重大事態が発生した旨を、青森市教育委員会にすみやかに報告する。  

（２） 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。 

（３） 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。 

（４） 上記調査結果については、いじめを受けたとされる児童・保護者に対し、事実関係その他の必要

な情報を適切に提供する。 

（５） 犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、教育委員会及び警察と連携して対処する。 

（６） 児童等又は保護者からの申し立ては、学校が把握していない極めて重要な情報である可能性が

あることから、必ず調査を行う。  

 

９ 評価 

学期末に学校評価を通じて「いじめ」について、取り組みを評価する。 

 

１０その他 

（１） 校外のいじめ相談窓口のちらし等を長期休業前に全家庭に配付し、周知を図る。 

（２） いじめ問題について、新聞報道等を敏感に把握し、機を逃さず職員間で共通理解を図り、組織的

な指導、対応に当たる。 

 

 

 

 

  平成２６年 ４月 １日 策定 

平成２７年 ４月 １日 一部改訂 構成員にスクールカウンセラーを追加 

  平成２９年 １月 ９日 大幅改定 

  令和 元年１２月 １日 一部改訂 

  令和 ３年 ６月１８日 一部改訂 

 


